第４学年○組　道徳科学習指導案
平成２９年９月２６日
[bookmark: _GoBack]１　主題名　家族の一員として　C－（１４）家族愛
２　資料名　ブラッドレーのせいきゅう書（出典：明るい心）
３　本時の指導
（１）ねらい　家族の一員であることを自覚し、家族を大切にしようとする心情を育てる。
（２）準　備　場面絵、ワークシート
（３）展　開
	時間
	段階
	学習活動　　予想される子供の反応
	◇教師の支援　　　◎評価

	５分
	導入


	１　家でやっているお手伝いについて話し合う。
家でどんなお手伝いをしていますか。また、そのときどんな気持ちでやっていますか。


・おふろそうじを面倒くさいと思ってやっている。
・夕食作りを楽しいなと思ってやっている。

	◇家でのお手伝いについて想起させ、どんな気持ちで取り組んでいるか確認する。


	30

分
	展

開

前

段
	２　「ブラッドレーのせいきゅう書」を読んで話し合う。
ブラッドレーは、請求書を書いたとき、どんなことを考えていたでしょう。


・手伝っているんだから、お小遣いがほしい。
・家族のためにやったのだからご褒美がほしい。
２００円を見つけたとき、ブラッドレーはどんなことを思ったでしょう。



・やったあ。　・うまくいった。　・当たり前だ。
「０円」の請求書を見たとき、ブラッドレーは、どんなことを思ったでしょう。



・お母さんなんだから、ただでやるのは当たり前だ。
・悪いなとは思うけど、やっぱりお金はほしい。
・お母さんは、いつも家族のためにやってくれているんだ。
・請求書なんか出した自分は悪かったな。

「お母さん、２００円はとっておいて。」と言ったブラッドレーは、どんなことを考えていたでしょう。



・お母さん、ごめんなさい。
・お金なんかもらわずにお手伝いをがんばるよ。

	◇ブラッドレーの請求書を提示し、請求書の説明をする。
◇ブラッドレーに対する多様な考えを引き出すために、２００円を見つけたところで資料を切って範読する。




◇「うまくいった。」と喜ぶブラッドレーの気持ちに共感させる。


◇お母さんの請求書を提示しながら話の続きを範読することで、ブラッドレーの立場に迫らせ、考えを深めさせる。
◇Ａ子が、言葉の意味が分からなかったり、意見を聞き取れなかったりしたときは、ホワイトボードを使って説明する。
◇多様な考えを引き出すために、話の終末でブラッドレーがどうしたかは知らせずに考えさせる。
◇自分勝手な行動から母親の愛情や家族で協力することの大切さに気づいたブラッドレーの考えの変化を捉えさせる。

	８分
	展開後段
	３　これまでの自分をふり返る。今日の授業でどんなことがわかりましたか。また、これから自分はどうしていきたいですか。

	◎自分も家族の一員として、家族のためにできることは進んで行おうとする気持ちを高めることができたか。
　（ワークシート・発言）

	２分
	終末
	４　本時のふり返りを発表する。
	◇家族に対して、温かい気持ちを持てるような内容の振り返りを選び、発表させる。


４　ご高評
